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論 文 内 容 の 要 旨

輝全別後の病態生理については多くの研究者により種々追求されて来ている｡ 著者は肝全別後, エス ト

ロゲン投与が生体に及ぼす影響を, 特に脂質代謝の面より種々検討を加えた｡

肺全易瞳 行った実験犬を, 薬剤無投与群, インシュリン単独投与群, エス トロゲン単独投与群, 及びイ

ンシュリンとエス トロゲンの併用群の 4 群を作成 し, 各々の群について種々検討 した結果

(1) 揮全別後の体重の減少は無投与群に比 し, エス トロゲン単独投与群では程度が軽 く, インシュリ

ンとの併用は更に良好な成績を示 した｡

(2 ) 輝全別後の早朝空腹時血糖値にはエス トロゲン投与による特別な影響は認められなかった｡

(3 ) 搾全別後の血清脂質の各分画は, エス トロゲン単独投与群, インシュリン単独投与群, インシュ

リン, エス トロゲン併用投与群のいずれも中等度の上昇を示すが, 三者には有意の差は認められず無投与

群では著明な高脂血症を示 した｡

(4 ) 牌全別後, 無投与群では殆んどすべての犬が脂肪肝を呈するが, エス トロゲン単独投与群では17

頭中僅か 3頭に認められ, 無投与群は 2週以内に死亡するに比 し, エス トロゲンの投与は生存 口数を 4週

以上に延長せ しめた｡ インシュリンとの併用は更に長期生存せ しめ得た｡

(5 ) 聯全別犬の血中 lipoprotein lipase 活性はエス トロゲン単独投与により可成 り良 く維持され, イ

ンシュリンとの併用は更に正常に近い値を示 した｡

(6 ) 経静脈的に脂肪を点滴注入 しても, 無投与群以外の3 群では注入後20時間には血中脂肪量は注入

前の値に複 した｡ 無投与群では注入後20時間に於いても尚高値を示 した｡

以上の結果より腫全別後エス トロゲンの投与は全身状態を改善せ しめ得るもので, このエス トロゲンの

作用は術後の脂質代謝に好影響をもたらすことによるものであり, 糖質代謝を正常化せ しめるインシュリ

ンとの併用により更に良好な結果が得られた｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

揮全副後に投与されたエス トロゲンの生体におよぼす影響を特に脂質代謝の面より検討を加えた｡

騨全別犬を薬剤無投与群, インシュリン単独投与群, エス トロゲン単独投与群およびこれら併用群に分

類 し検索 した結果, 1 ) 僻全別後の体重減少はエス トロゲン投与により軽度とな り, インシュリン併用に

よりさらに軽 く, 2 ) 早朝空腹時血糖値はエス トロゲン投与により影響は認められず, 3 ) 血清脂質分画

は無投与群では著明な高脂血症を呈するが, 他の 3群では中等皮であり, 4 ) 無投与群では全実験犬が脂

肪肝をきたすが, エス トロゲン投与群では17頭中 3頭に認められるのみとな り, 生存日数も著明に延長さ

れ, インシュリン併用ではさらに良采が得られ, 5 ) 血中 Lipoprotein Lipase 活性 もェス トロゲン投与

によりかなりよく維持され, 6 ) 脂肪点滴静注による高脂血も, 無投与群では長時間高値を示すが, 他の

3 群では正常に近い推移を示 した｡

以上, エス トロゲンは鮮全別後の脂質代謝を改善 し, もって全身状態に好影響をもたらすものであり,

糖質代謝を正常化するインシュリンとの併用によりさらに良好な結果が得られた｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡

- 3 60 -




